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運営の基本方針

近年，人口減少の更なる進行や人生 年時代と言われる長寿化の中で， の0.5yticoS001

実現が提唱されるなど，さらに大きな社会の変化が訪れようとしています。

こうした中，茨城県水戸生涯学習センターは，全県域を対象に生涯学習を推進する中核

施設として，市町村及び関係機関等との連携を図りながら，学習情報・学習機会の提供，

調査研究・学習プログラムの開発と普及，学習活動の場の提供，指導者の養成・研修，家

庭教育の推進等を図って参ります。

事業推進テーマ及びセンター機能

【事業推進のテーマ】

＜ 学び つながり 活かす ～きずなづくりは夢創り 市町村･県民の幸せのために～ ＞

【水戸生涯学習センター機能(役割)】
１ 生涯学習情報の収集･整理･提供及び学習相談

ホームページによる情報提供では，県民の利便性を高め多様な学習活動に対応できるよう県内

における講師や講座・イベント・ボランティア等の生涯学習情報をデータベース化して一元的に

管理し，検索システムによる情報提供，講座の受講申込及び応募結果の通知，学習相談等の機能

を利用することができます。

調査研究・学習プログラム２

生涯学習推進に係る調査研究を実施するとともに，

新しい学習プログラムを開発・実践し，市町村等に普

及します。

３ 人材・団体育成

地域における社会貢献活動の担い手となり得る県民

の方々を対象として，知識や技能の修得を目指した研

修会を積極的に行っています。

４ 大学・企業・NPO等との共同事業の推進

５ ボランティア活動の支援

青少年の体験活動やボランティア活動及び地域を豊かにする生涯学習ボランティアの活動を支

援しています。

６ 市町村及び学校教育支援

市町村が抱えている課題を解決するため，各種の研修会を実施するとともに，おもしろ理科先

生派遣事業や地域と学校が連携した防災教育・いばらきスクールサポート事業など学校・家庭・

地域を支援する事業を行っています。

７ 学習機会の提供

県民大学講座・生涯学習講演会・生涯学習ネットワークフォーラムなど，主として「社会の要

請」に関する講座を実施しています。そのほか「個人の要望」に対応した各種講座等も実施して

います。大学や団体，市町村等と連携し講座や事業を行っています。

８ 青少年の体験活動及び家庭教育支援

学校・家庭・地域社会が相互に連携・協力して青少年の健全育成を図ることができるよう様々

な体験活動を実施しています。また，家庭教育に関する活動支援を積極的に推進します。
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沿 革

昭和【「年10月 茨城県生涯学習推進会議 生涯学習センタ 設置を提言

成 年 月 茨城県生涯学習推進協議会 生涯学習センタ 設置を提言

成 年10月 旧教育研修センタ 及び旧情報処理教育センタ 改修整備を決定

成 年 月 改修実施設計を開始 成 年1「月実施設計完了

成 年 月 改修 事に着手 成 年 月 事完了

成 年 月 機器搬入及び開所準備

成 年 月 学校 外 教育機関 設置 管理及び職員に関 条例 一部を改正 条例

県議会に い 可決 茨城県水戸生涯学習センタ 水戸市愛宕 4-1

設置 決定

成 年 月 開所 初 所長 野優就任

成 年 月 開所式

成 年 月 号館に ベ タ 設置

成 年 月 目所長 河野浩東就任

成11年 月 目所長 齋藤紀彦就任

(財)茨城県教育財団 茨城県教育委員会 茨城県水戸生涯学習センタ 管

理運営及び事業 実施に い 委託を受け

成11年10月 電話相談室を三 庁舎(旧県庁)に移転

成1「年 月 目所長 雨貝興太郎就任

成1」年 月 目所長 石川明就任

成14年 月 目所長 住谷凱就任

成1【年 月 目所長 高橋幸子就任

新生涯学習情報提供 運用開始

成18年 月 指定管理者制 入

指定管理者 (財)茨城県教育財団( 成「」年 月」1日ま

成「0年 月 目所長 池田馨就任

成「」年 月 指定管理者 (財)茨城県教育財団( 成「8年 月」1日ま )

成「4年 月 目所長 高野茂就任

成「5年 月 茨城県三 庁舎 階 水戸市三 」8 へ移転

成「【年 月 10 目所長 萩野谷茂就任

成「8年 月 指定管理者 (公財)茨城県教育財団( 成」」年 月」1日ま )

成「8年 月 11 目所長 猪瀬幸己就任

成「8年 月 顧問 鈴木欣一就任

成」0年 月 1「 目所長 山田順一就任

成」1年 月 1」 目所長 沼公 就任
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組 織 主 業 務

課 長 戸祭千 勢 施設 維持管理，予算 執行計 ，

管 務管理員 石川 利恵 職員 給 旅費， 講料等 徴収

所長 次長 理 務管理員 成 和子

公 川 靖 課 務管理員 石津志 子

主任社会教育主 篠崎 昌子 生涯学習情報 収集 整理 提供

， ，副参 兼企 主任社会教育主 山 善堂 業 情報提供 用研修 業

振興課長 企 社会教育主 藤 竜也 理科 生派遣 業，調査研

，長谷川 馨 社会教育主 白井 秀樹 究 学習 開 普 業

生涯学習推進員 水飼 裕子 生涯学習 推進 人 団体 育

生涯学習推進員 大和 寛子 成 業，学習成 活用指 者育成

生涯学習推進員 橘 真 業，社会貢献活動人 育成 業，

生涯学習推進員 稲毛 精 県域 生涯学習推進 業，

地 別生涯学習推進 業，

，顧問 生涯学習 ン 活動支援 業

鈴木 欣一 営協議会 振 県民大学講 開設，

生涯学習講演会，

生涯学習ネ ワ ，

い 教育 日 推進，

興 地域 学校 連携 防災教育

業，提案 業，自主 業 等

課

谷仲 紀彦 生涯学習 相談，学習団体･生涯学習指 相談員

大録 匡行 等 学習指 各種講 ･講演会等生涯学習指 相談員 ,
澤 和彦 営協力生涯学習指 相談員

生涯学習 井 晶子 生涯学習情報提供 ･

情報提供専門員 情報 保 ･管理
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令和２年度事業計画一覧

＜生涯学習情報の収集・整理・提供及び学習相談事業＞

容内な主名業事

【指定事業】 生涯学習に関するホームページ「生涯学習情報提供システム『茨城の生涯学

習 （https://www.gakusyu.pref.ibaraki.jp/ 」を運用し，県民 各種 生涯生涯学習情報の収 ）』 へ の

，，，集・整理・提供事 学習情報等を提供するとともに 水戸教育事務所管内の市町村 高等教育機関

民間教育事業者及びＮＰＯ等の生涯学習情報を収集，整理することにより，県業

) 民が必要とする学習機会の情報を提供する。(県域・水戸地区

・生涯学習情報提供専門員 １名配置

【指定事業】 県及び各市町村等の生涯学習情報提供システム担当者を対象に，生涯学習情

報提供ホームページのデータ入力，更新等に係るコンピュータ研修を行い，県情報提供システム

民へ情報の提供を迅速かつ円滑に行えるようにする。運用研修事業

１ 実施期間 ５月～７月

２ 主な内容 講座，イベント情報登録方法の操作，パスワード等管理情報変

更方法の操作研修

３ 実施場所 茨城県教育研修センター

【指定事業】 生涯学習に関する学習情報の提供及び相談に来所・電話等で応じる。

１ 生涯学習指導相談員の配置 ３名生涯学習に関する

２ 生涯学習相談専用電話の設置 029-228-1717相談の実施

＜調査研究・学習プログラム＞

容内な主名業事

【指定事業】 県域の生涯学習の現状を調査研究するとともに，様々な現代的地域課題を解決

させるための効果的なプログラムを開発し，市町村への普及を図る。調査研究・学習プ

１ 調査研究，学習プログラム開発･普及委員会の開催ログラム開発・普

(1) 内容 市町村への学習プログラムの普及について協議を行う。及事業

(2) 期間及び回数 ４月～２月 ２回程度

(3) 構成員 16名以内

学識経験者，市町村職員，各教育事務所主任社会教育主事，その

他必要と認める者

２ 検証部会

(1) 内容 各部会を開催し，該当市町村において，モデル事業を実施するとと

もに検証を行う。

ア 第１検証部会

公民館・市民センター等の活性化のための支援プログラムの開発と普

及策（防災･安全）

イ 第２検証部会

地域の課題に対応するための支援プログラム開発と普及策

（自治会･子供会･高校生会等の活性化）

(2) 期間及び回数 ４月～12月 ５回程度

(3) 構成員 各部会８名以内

水戸教育事務所主任社会教育主事，市町村職員(社会教育主事)等
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業 主 容

提案 業 学校教育 総 的 学習 時間 現状等 調査 ，休業中等 社

会教育施設等 活用 総 的 学習 時間 関 学習 開学校支援に 学

，学校教育活動 支援 。習 開発

学校支援 実行委員会 開催事業

医1) 容 学校教育課程 総 的 学習 時間 現状等 調査

休業中等 総 的 学習 時間 学校外 学習活動

学習 開

医「) 期 間 ～ 回程

医」) 構成員 学識経験者，水戸教育 務所主任社会教育主 指 主 ，

市 社会教育主 指 主 ， 中学校教諭，生涯学習

関連施設職員 1【 程 )

＜人 ・団体育成＞

業 主 容

。指定 業 生涯学習 推進 人 団体 育成 資質向 研修会 実施

生涯学習を推進 地域学校協働活動コ ネ タ 等に関 研修会

実施時期 回数 ～10 回程人 団体 育

象 市 生涯学習関 職員，地域学校協働活動コ ネ成事業

等 保育所 幼稚園 認定 園職員 含

研修 容

講 地域 学校 連携 協働 い 仮

例 表 進的 組 実践 容 い

ワ コ ネ 資質向 地域 学校

視聴覚教育指 者等研修会

実施時期 回数 ～ 回程

象 市 生涯学習関 職員，視聴覚教育 携わ 指 者 等

研修 容 視聴覚教育 講 等

指定 業 趣味 教養講 学習者 象 ， 学習成 生 ，講師

活躍 う，講 開設 営方法 広報等 知識 技術 提供学習成果活用指

活動 支援 行う。者育成事業

象 県 民あた 塾

主 容 指 者医講師)育成講 回

自立的活動 支援

単位認定 茨城県弘 館 単位認定

指定 業 現 的 地域課題 解決 ， 実践的 講 活躍 場 提供

，様々 場所 活動 人 団体 育成 図 。社会 献活動人

育成事業 託児･学童･家庭教育支援員等育成講

象 子育 支援，家庭教育支援 関心 方，

そ い 方，大学生等

実施期間 ～ 回程

主 容 子育 関 講義 実践 例 紹 等
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業 主 容

提案 業 水戸地 管 市 い ，子 関 活動 行 い 教職員等

象 ， 害 子 い 理解 深 ， 適 支援 行う発 障害理解 進

基礎知識 応方法等 研修会 実施 。事業

象 水戸管 課 子 教 等 子 関わ 活動 携わ

団体 ，保幼 中学校教職員 等

実施期間 ～1「 回程

主 容 害 子 理解 支援

子 育成支援 そ 応方法 等

＜大学・企業・NPO等との共同事業の推進＞

業 主 容

指定 業 各教育 務所 連携 ，県域 現 的 地域課題 選定 ，そ 解決

各 業実施機関間 新 ネ ワ 構築 連絡調整 活県域に け 生涯

，連携 業 協働 業 立 実施 。学習推進事業

実施時期 回数 ～ 回程

実施場所 茨城県水戸生涯学習 ン

象

大学，市 ，民間教育 業所 企業等， ，各教育 務所，生涯学習

関連施設，生涯学習 ン ，青少 教育施設，県行 ，そ 必要 認

団体 施設等

容

医1) 県域 連携 協働 業 実施 関 課題 情報 共

医「) 連携 業 協働 業 企 立案

医」) 地 別生涯学習連絡会議 業提案 等

指定 業 水戸地 生涯学習 推進 ，水戸教育 務所 連携 ，地域 活躍

い 各 業実施機関 市 大学 企業 民間教育 業者等 新 ネ地区別生涯学習推

ワ 構築 行い，連携 業 協働 業 創出 図 。進事業

実施時期 回数 ～ 回程

実施場所 茨城県水戸生涯学習 ン 等

象

市 生涯学習主管課，水戸教育 務所 生涯学習関連施設，企業 民間教

育 業者， ，大学等高等教育機関，そ 必要 認 施設 等

容

医1) 県域 生涯学習推進 業 連携 業 企 立案

医「) ネ ワ 情報交換

医」) 連携 業 協働 業 創出 等
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＜ボランテ 活動の支援＞

業 主 容

指定 業 生涯学習 ン 活動支援 ン 水戸 活動支援 ン

いう 設置 ， ン 活動 関 情報 収集 提供，指 者 録生涯学習 ン

紹 相談等 実施 。 ， ン 活動 進 業務活動支援事業

各種研修等 実施 ，地域 高校生等 ン 活動 活性 推

進 。

生涯学習 ン コ ネ 配置医1 )

医1) 配置場所 茨城県水戸生涯学習 ン 企 振興課

医「) 業務 容 ン 派遣，情報収集，提供 録

各種研修会 実施

ン 養成研修 回程

ン ン 育成研修 回程

ン ン 指 成人 育成研修会 回

市 ン コ ネ 養成 育成 関 研修 回

録証並 修了証等 交付

ン 養成研修 ン ン 研修 修了者 ，修了証

交付 。

そ

医1) 各種 ン 研修会等 参 者 ，生涯学習 ン 総

ン 録 。

医「) 生涯学習 ン 総 ン 青少 教育施設等 連携 ，

効 的 研修 実施 。

医」) 必要 応 ， ン ン 選定 ，活動推進

効 的 方策 講 ， 行う。
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＜市町村・学校支援＞

業 主 容

指定 業 企業 研究所等 理科教育 実験 関 専門的 知識 持 研究者 そ

，退職教員 理科 生 学校 子 会等 派遣 ，理科先生

子 理科 関 実験 観察方法 指 ，自然 親派遣事業

体験 せ ，理科 関 興味 関心 高 ，指

者 生 い 支援 。

理科 生 講師 録 派遣 ， 時 付。

広報 啓 充実

指定 業 防災教育 校 い ，水戸教育 務所，開催市 教育委員会

防災関 課等 連携 ，研修会 体験学習等 実施 ，学校地域 学校 連携

地域 防災力 強 人 育成 。た防災教育

実施時期 学校 協議 設定事業

実施場所 中学校，公民館等 そ 管轄 市

参 象 水戸教育 務所管 実施 校 児童 生 地域 民 等

回 数 回程

容 防災体験学習，防災研修，実践 表，講演会 等

提案 業 学校教育 関わ 専門的 知識 技術 持 ，企業 団体 個人 学

校等 派遣 出前授業 行い，講師 持 様々 知識 技術 体験 伝えい

児童生 知識 深 ，豊 情操 社会性 養う ，学校 支援サ 事業

地域 人 活用 組 進 。

主 容 講師 録 講師 派遣医 時 付)

広報 普 ，啓 活動 実施

実施場所 県 保育園 認定 園 幼稚園， 中学校，子 会，

市 施設等

提案 業 民 学習活動 学習 高 多様 応 ，市 職員

等 象 ，魅力 講 開 講 営方法， 民 要望 応 キ市 生職員等

研修 実施 ，資質 向 図 。キ ッ 事業

実施時期 ～1「

実施回数 回程

象 市 職員，社会教育施設職員 等

容 講 ， 例 表，ワ 等

医1) ン キ 研修

医「) 民 要望 応 医 応)研修

医」) 現 的 地域課題 扱 学習 関 研修

医『) 調査研究，学習 開 普 業 い 開

学習 例 表 等。
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＜学習機会の提供＞

業 主 容

指定 業 大学等 研究者 高 知識 技術 専門家等 講師 ，高 多

様 県民 応 学習 機会 提供 。 ，そ 学習成県民大学講

適 評価 ，人 ，地域 推進 図 。

コ 講 講 回数，会場

◇社会 教育 福祉コ

ン

来 医 回，水戸生涯学習 ン )

◇環境 健康コ

映像 語

遺伝子 世界 医 回，水戸生涯学習 ン )

◇芸術 文 歴史コ

日立鉱山 歴史 人々 営 医 回，水戸生涯学習 ン )

新 幣 近 日 社会 創造者

渋沢 栄一 医 回，水戸生涯学習 ン )

◇産業 技術 科学コ

人間 共存 医 回，水戸生涯学習 ン )

◇国 理解コ

ワ

学 世界 大問題 医 回，水戸生涯学習 ン )

計 講 時間

開設期間 通 医 ～

単位認定 茨城県弘 館 単位認定

指定 業 現 的課題 地域課題 講演会 講演会 開催 ，広 県民 学

習機会 提供 。生涯学習講演会

日 時 和 日 土

会 場 ワ 会館 茨城県県民文 ン

講 師 元 野球選手医予定)

指定 業 生涯学習 通 新 い地域 ･社会 い 講演 研究協議等

実施 ， 的 組 ネ ワ 推進 。生涯学習ネッ ワ

実施時期 11 頃

実施場所 茨城県水戸生涯学習 ン開催

容 医1) コ ･ 等 関 講演会

医「) 実践活動 表， ン ，ワ

医」) ネ ワ 図 情報交換会，交流会 等

指定 業 い 教育 日，教育 間 県民 周知 い 教育，

日 趣 わ い関連 業 実施 ，教育 関心 理解い 教育 日

深 ，社会全体 教育力 向 推進 。教育月間 推進

い 教育 日，教育 間 周知

い 教育 間 関連 業 実施

医1) 実施 業 各地域 社会教育施設等 利用 ，各市 ，民間団体，企業

等 連携 共催 業 等

医「) 実施時期 回数 10 ～1「 回
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業 主 容

提案 業 ，矯 施設院生 就労支援 必要 い 若者 象 ，就労

進学 社会参 進 学習 機会 提供 。 ，就労ビッ

支援 等 人 育成 。わ

わ 応援隊 実行委員会 設置応援隊

構成団体 支援団体，就労支援 業者，企業，矯 施設 等社会参 支援事業

容 各関 機関 ネ ワ 並 社会参 業 構想 等

社会参 支援 業 実施

医1) 等理解 進 業

医「) 就労支援 養成講 医「 目)

医」) 矯 施設院生 就労 学習支援 業 等

自主 業 在留外外国人 学 活動 地域 推進 ，

国人 日 社会 関 学習，地域 民 交流，地域 民 多文多文化共生 地域

共生等 関 学習 機会 提供 。く 推進事業

実施時期 ～1「

実施回数 回程

実施場所 茨城県水戸生涯学習 ン 等

参 象 県民 在留外国人 含

容 い日 語 講 ，市 担当者研修 等

自主 業 人生100 時 見据え，定 前 解消 新 働 方等 関 学

習 機会 提供 。セカン キ

実施時期 ～1「セ

実施回数 回程

実施場所 茨城県水戸生涯学習 ン

容 働 方 金 基礎知識， 実 ， 探 方，企業等

体験 相談 ，成 例 紹 ，生 い

等

自主 業 茨城 歴史 い 学 ，茨城 関心 知識 郷土愛 深 ，人間力

向 図 。バ

実施時期 ～11歴 セ

実施回数 回程

容 幕 維新 動乱 医予定)

＜青少年の体験活動及び家庭教育支援＞

業 主 容

体験活動 業 子 ，日頃学校 体験 い う 体験活動 通 社会 知識

学 ，新 い 見 ，将来 夢 希望 育 。 ， 校 学合衆国

異 児童 コ ン 通 心豊 感性 育 。

実施期日 日 金

実施場所 ンキ 水戸

象 学校 ～ 児童

容

医 ) 体験活動 学 講1
医 ) 理科 生派遣 業 録講2
医 ) い 業 録講3

※家庭教育支援 い ，市 要請 応 社会教育主 等 出前講 実施 。
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令和元年 事業実績

主催事業

＜生涯学習情報の収集・整理・提供及び学習相談事業＞

業 主 容 象･参 者 期間医期日)

指定 業 医生涯学習情報提供 通

茨城 生涯学習 等) 用 各 数生涯学習情報 収集

種関連情報 提供 県域 【1,【」8件整理 提供事業

水戸 「「,10「件(県域 水戸地区)

指定 業 県 生涯学習情報提供 滑 担当者 医初 )

営 う，県 各市 等 情報提 等 和元情報提供 運

供 担当者等 象 ，情報提供 日医水)用研修事業

入力 更新時 研修会 実 18日医木)

施 。 医中 )

会場 茨城県教育研修 ン 医全」回) 日医水)

容 茨城県生涯学習情報提供

入力等，必要 知識 技術

習得 図 。 延 人数『」人

指定 業 電 ， Ｘ，郵便，道-ＲＦＮＱ ，生涯 県民 通

学習 関 相談 応 。 延 件数生涯学習相談事業

相談時間 9 00～「1 00 1,】08件

＜調査研究・学習プログラム＞

業 主 容 象･参 者 期間医期日)

指定 業 現 的 地域課題 応 ，県域 県 市 ， 成」1

～

調査研究 学習 生涯学習 現状 調査研究 ，効 公民館等生涯学習

的 開 ，市 普 関連施設 和開発 普及事

図 。業

〇 調査研究 学習 開 普 委

員会 設置

委員 学識経験者，市 職員，教育 務

所主任社会教育主 等

回数 回程

〇 調査 提供部会 開 部会 検証部会

設置

延 「【」人

〇学習 開

県 指定 い 間 開 。

公民館 市民 ン 等 活性 支援 開

普 策 防災 全

地域 課題 応 支援 開 普 策

自 会 子供会 高校生会等 活性

〇学習 検証

開 学習 業 実施 ，検証 。
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公民館 市民 ン 等 活性 支援 開

普 策 公民館 市民 ン 等職員 資質向 東海 地域

課題 応 支援 開 普 策 少子高 齢 牛

久市

〇 和元 報告書 い 地域応援 作成 配付

自主 業 休日等 社会教育施設等 活用 水戸教育 務所 第 回

総 的 学習 時間 関 学習 管 市 ，社 和学校支援に 調査

開 学校 実態調査等 資料 作 会教育関連施 18日 火研究 学習

成 計 設， 中学校 第 回開発事業 。

〇 学校支援 実行委員会 設置 等 「8日 金

委員 学識経験者，水戸教育 務所主任社 ※新型コ

会教育主 指 主 ，管 市 感染防

社会教育主 指 主 ，社会 中

教育関連施設職員 意

回数 回 見集約

〇実行委員会 開催 第 回

業趣 説明， 確認 1】日 火

休業日等 総 的 学習 時間

学校外 学習活動 扱い 通知 関

＆

調査票 学習 集 い 協議 延 人数1】人

＜人 ・団体育成＞

業 主 容 象･参 者 期間医期日)

指定 業 生涯学習 推進 人 団体 育成 市 生涯学習

生涯学習を推進 資質向 関 研修会 実施 。 関 職員，

中学校教職員，人 団体 育成事 地域学校協働活動コ ネ タ 等に関

関 者，業 研修会

会場 水戸生涯学習 ン 学校支援 ン

講師 全国体験活動 ン 活動 実践

総 推進 ン い 方，地域

コ ネ 大坪 直子 氏 学校 連携

第 回 協働 関わ 役 第 回

講 ワ 割 担 い 和元

地域 学校 連携 協働活動 方 幼稚園 保 1」日医金)

意義 育所 認定

第 回 園 含 等 第 回

講 ワ 延 人数1「『人 「』日医 )水

地域 学校 連携 協働 関 コ

ネ 役割

市 生涯学習 和元視聴覚教育指 者等研修会

会場 水戸生涯学習 ン 関 職員，視聴 1『日医金)

講 実技 学校 ，誰 覚 携わ 指

ン 教育 者等

講師 元柏市教育委員会学校教育部学校教

育課 副参 和 伸明 氏 」【人
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業 主 容 象･参 者 期間医期日)

指定 業 趣味 教養講 等 学習者 ， 県民 和元

学習成 活 ，講師 活躍 ～学習成果活用指 者

う，講 開設 営方法 広報等 知識 和元育成事業 あた 塾

技術 向 図 養成講 実施 。

会場 水戸生涯学習 ン

容 ～ 講生募集

～ 指 者育成講

「『医土)

」1医土)

医土)

1『医土

「1医土)

10～ 自主講 開設準備

次 降開講 延 人数11』人

指定 業 子育 支援等託児 学童 家庭教育に関 支援員等育

興味 方，社会 献活動指 者 成講

地域 子育 家庭教育 支援 児 ン育成事業

人 育成 講 実施 。 課 児童

会場 水戸生涯学習 ン 等 支援

第 回 員 目指 い 第 回

講 ワ 方等 第 回)

児童 関わ 方～ 課 児童 和元

支援員 目指 ～ 1「 「1日医土)

講師 水戸市立浜 学校開 学

支援員 矢 氏

第 回

講 実技 乳幼児 関わ 方～ 児

ン 目指 ～

講師 社会福祉法人白 福祉会

理 石橋 豊美 氏

第 回 第 回

講 実技 緊急時 わ い 和

応策 延 人数89人 19日医日)

講師 一般社団法人水戸地 救急普 協会

一般，大学生，体験活動等に関 指 者育成講

地域 子供 体験活動 充実 市 担当関

図 人 育成 講 実施 。 職員，青少 育

第 回 成団体関 者， 第 回

会場 水戸生涯学習 ン 各青少 団体等 和元

講 社会貢献活動 意義 役割 い 担当者等 11 日医日)

演習 子 段 集団 性質

応 ン 指 法

等

講師 茨城県 ン協会

理 々木 清美 氏

第 回) 第 回

会場 県立中央青 家 1「 「1日医土)

演習 集団 体験活動 通 ，コ

ン力 社会性 育成

体験学習

指 法等

講 社会貢献活動 向

講師 株式会社 ン 延 人数』】人

表 締役 岡 泰斗 氏
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業 主 容 象･参 者 期間医期日)

提案 業 水戸教育 務所管 市 い ，子 水戸教育 務所 第 回

供 関わ 活動 行 い 教職員等 象 管 中学校 和元発 障害理解 進事

， ，業 害 子供 い 理解 深 特別支 「」日 金

適 支援 行う 基礎知識 支援 援教育担当者，

方法等 学 機会 提供 。 特別支援学校教

会場 水戸生涯学習 ン 職員等

第 回 特別講

講 ワ

地域社会 連携 害等 理解

支援 在 方

講師 独立行 法人国立特別支援教育総

研究所 害教育推進 ン

主任研究員 竹 洋子 氏

第 回 基礎講 水戸教育 務所 第 回

講 ワ 管 課 子供 10 「9日 火

害 ～ 子 出会 教 ， 課 児

せ ～ 童

講師 常磐大学大学院人間科学研究科 等

教授 水 進 氏

第 回 講 第 回

講 ワ 11 1「日 火

害 子 理解 関わ 方 11 19日 火

講師 常磐大学大学院人間科学研究科

教授 水 進 氏

第 回 実践 例講 第 回

例 表 ワ 11 「】日 水

個々 特性 配慮 環境 ～

害 子 自

生 実践～

例 表 筑波大学学生団体

言指 筑波大学大学院人間総 科学研

究科 准教授 孝典 氏 延 人数「81人

生涯学習 推進 人 団体 育成 業 学習成 活用指 者育成 業 塾
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＜大学・企業・NPO等との共同事業の推進＞

)日期(間期者加参･象対容内な主名業事

【指定事業】 現代的課題・地域課題の解決のため，各事 各教育事務所主

，県域における生涯学 業実施機関等との新たなネットワークの構築 任社会教育主事

と連絡調整を活発にするとともに，連携事業 各生涯学習セン習推進事業

や協働事業の立ち上げなどの企画を行った ター担当者，関。

・会場 水戸生涯学習センター 連団体，民間企

）回１第（等業）回１第（

・事業趣旨説明，地区別生涯学習連絡会議に 令和元年

おける進捗状況の報告，連携・協働事業の ９月25日(水)
検討等

）回２第（）回２第（

）金(日51月11）ンョシッカスィデルネパ（会修研・

「茨城県の外国人に関する支援の現状と課

題について」

＜コーディネーター＞茨城ＮＰＯセンター・

コモンズ 代表理事 横田 能洋 氏

＜パネリスト＞

橋本特定行政書士事務所 所長 橋本 哲 氏

日立さくら日本語学校 校長 松浦 みゆき氏

石下国際交流友の会 代表 平井 範子 氏

水海道国際交流友の会 会長 荒井 文枝 氏

）回３第（）回３第（

年２和令，ータンセ習学涯生各（案業事の度年次・ ）

地区別生涯学習連絡会議における進捗状況 延べ人数44人 １月31日(金）

の報告，情報交換 等

【指定事業】 管内の生涯学習の推進のために，水戸教育 市町村生涯学習

事務所と連携し，地域で活躍している各事業 主管課，水戸教地区別生涯学習連絡

実施機関と新たなネットワークの構築を行い 育事務所，生涯会議 ，

連携事業や協働事業の創出を図った。 学習関連施設，

・会場 水戸生涯学習センター 企業，民間教育

）回１第（等者業事）回１第（

・事業概要の説明，各市町村の特色のある事 令和元年

業の紹介，事業の創出に向けて必要として ９月18日(水)
いる人材・各市町村の課題の洗い出し 等

）回２第（）回２第（

)水(日72月11」てけ向に出創の業事「クーワプールグ・

）回３第（）回３第（

・報告「県域における生涯学習推進事業にお 令和２年

)木(日62月２」ていつに討検の業事規新るけ

・研修①「在留外国人の諸手続における現状

と課題について」

講師 橋本特定行政書士事務所

所長 橋本 哲 氏

」「・研修② やさしい日本語を体験してみよう

講師 つくばにほんごサポート

31人代表 井上 里鶴 氏 延べ人数

・協議「本会議における事業の創出」

(県域 シンポジウムの様子）) (地区別 ホワイトボードミーティングの様子)
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＜ボランテ 活動の支援＞

業 主 容 象･参 者 期間医期日)

指定 業 生涯学習 ン 活動支援 ン 県民 和

水戸 設置 ， ン 活動 関 19日医日)生涯学習 ン

情報 収集 提供，相談 紹 ， ン活動支援事業

活動 希望 団体 個人 録

間交流等， ン 活動 進

業務 各種研修等 実施 ，活動

活性 推進 。

ン 養成研修

会場 水戸生涯学習 ン

講 ！社会教育施設

講師 茨城県水戸生涯学習 ン

所長 公

講 ン ～地域 学

！

講師 全国体験活動 ン 活動

総 推進 ン

コ ネ 大坪 直子 氏

講 実技 緊急時 わ い

応策

講師 一般社団法人水戸地 救急普 協会 「」人

高等学校 ン 和ン ン 育成指 者及び市

担当教員 」1日医金)ン コ ネ タ 養成合 ，

行 ，３，５４，施研修会

講 設団体 ン

必要 意味～若者 担当者，高

ン 学 ン ～ 校生会関 者等

講師 昭和女子大学総 教育 ン 『』人

特任教授 興梠 寛 氏

県 高校生等 医第 回ン ン 育成研修

容 学校 学習支援 地域 ン 和元

子 向 活動 班 日医土)

ン 活動 実践 1』日医 )， 。

言者 い キ ン 医第 回)

表 井坂 勇方 氏 ～

水戸啓明高等学校 延 人数1』「人 医第 回)

教諭 鈴木 尊 氏 日医土)

通〇コ ネ 業務

相談件数 「』「件 医電 90件，達A＝「1件，来

所119件，訪問0件， 「「件)

派遣件数「『』件医】0」人)

活動 容 学校 地域行 協力ﾎ ﾗ ﾃｨｱ

高齢者施設 公共施設

催 協力ﾎ ﾗ ﾃｨｱ等

県民大学等講 付 補

＜市町村・学校支援＞

業 主 容 象･参 者 期間医期日)

指定 業 子供 理科 関 興味 関心 高 幼稚園， 中学 通

，専門的 知識 大学 研究所 校，子供会等理科先生派

学校，子供会等 派遣 。遣事業

〇講師 録 1」】人，「」1講 延 人数

〇講師派遣 109件，11『人 【,」0』人

〇 ン ン

指定 業 東日 大震災 教訓 踏 え，水戸教育 大戸 学校児童

務所，関 市 連携 ，学校 地域 地 民等地域 学校 連携

防災力 強 推進 防災力 高 人 育た防災教育 事

成 目的 ，防災研修会，避難訓練 実業

施 。 延 人数【「8人
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会場 茨城 立大戸 学校

第 回 第 回 第 回

講 体験学習 常総 水害 学 第 回 和元

防災 体験 等 「【日 木

講師 茨城 ン コ ン 茨城 立大戸

表理 能洋 氏 学校児童，

第 回 保護者，実施 第 回

講 体験学習 象地域 県 1「 日 火

防災体験学習～ 全 避難 方 学 民 等

， ，う～ 防災 袋消火

煙体験，講 等

講師 茨城 消防 部，茨城県防災士会

茨城 ン コ ン

表理 能洋 氏

第 回 第 回 第 回

例 表 茨城 立大戸 学校 組 水戸教育 務所 和

講 ワ 管 中学校教 1』日 水

学校防災 地域連携 い ～ 知 員，学校支援関

伝え 救う 備え ～ 者，地域防災

講師 一般社団法人日 防災教育訓練 ン 関 者，市

表理 氏 行 関 職員等

提案 業 企業 団体 個人 学校等 派遣 幼稚園， 中 通

出前授業 行い，講師 持 様々 知識 学校，子供会等い サ

技術 体験 伝え ，児童生 知事業

識 深 ，豊 情操 社会性 養う

，学校 支援 地域 人 活用 組

推進 。

〇講師 録 企業1【社

団体 等」』団体

個人【『人 延 人数

〇講師派遣 10『件 【,』9」人

〇 ン ン

提案 業 市 公民館職員等 支援 ，魅 市 派遣社会

力 講 開 講 営方法 い 教育主 生市 生涯学習関

，職員等 キ ッ 研修会 実施 。 涯学習関 職員

会場 水戸生涯学習 ン 県生涯学習関連事業

第 回 施設 社会教育 医第 回)

講 生涯学習 社会教育 方向性 主 担当職 和元

医国 動向 ) 員，教育 務所 日医木)

講師 文部科学省国立教育 策研究所 主任社会教育主

社会教育実践研究 ン 主査等

社会教育調査 山 智章 氏

第 回 延 人数1「『人 医第 回)

講 茨城県自然博物館 学 効 的 日医金)

業企 手法

講師

茨城県自然博物館資料課

主任学芸主 豊島 文 氏
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第 回 医第 回

講 ワ 企 力 11 日医金)

ワ ン

講師 株式会社

ワ ン

認定講師 永久 理恵 氏

第 回 医第 回)

講 ワ 人 集 魅力的 1「 10日医火)

講

講師 法人 男女共 参

理 長 坂 静香 氏

自主 業 学校 地域 連携，協働 新 教育 県 指 主 ，

形 作 出 企 力 向 課題解決 図 社会教育主 ，地域 学校 連携

，社会教育主 指 主 地域連 地域連携担当教協働 推進に 企

携担当教員 象 ，ワ 活用 員，学校支援コ力 ッ 講

，研修会 実施 。 ネ

会場 水戸生涯学習 ン 学校支援 ン

第 回 等 第 回

講 ワ 和元

地域 学校 連携 協働 い 11 「0日 水

講師 文部科学省国立教育 策研究所

生涯学習 策研究部

総括研究 志々 氏

第 回 第 回

講 ワ 1「 日 木

コ 能性～学校

地域 協働 ～

講師 文部科学省初等中等教育局

コ 推進員 延 人数【【人

四柳 千夏子 氏

自主 業 水戸教育 務所管 市 象 ，現 県民

的 地域課題 応 学習学習 提供

実施 ，普 図 。事業

〇 害理解 進 関 支援

会場 市

第 回 第 回

講 ワ 和元

害 ～ 子 出会 11 10日医日)

せ

講師 常磐大学大学院人間科学研究科

教授 水 進 氏

第 回 第 回

講 ワ 11 1】日医日)

害 人 支援そ

～幼児期 学童期 中心 ～

講師 茨城大学 非常勤講師 大野 真裕 氏

第 回 第 回

講 実技 害 人 支援そ 11 」0日医土)

～思春期 中心 ～

講師 常磐大学大学院人間科学研究科

教授 水 進 氏 延 人数180人
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＜学習機会の提供＞

業 主 容 象･参 者 期間医期日)

指定 業 高 多様 県民 県民 和元

～

県民大学講 応 ，大学 教授 高 知 講者: 』98人

識 技術 持 専門家等 講師 招 和元 1「，

県民大学講 学習機会 提供

。

開設講 数 講

定 員 総 数 」90人

応募者総数 】8『人

〇社会 教育 福祉コ 医会場 水戸生涯学習 ン ※医 ) 定員

＆ ン ン

～誰 自 暮 せ 世界 実現 ～ 18人医『0)

法 組 暮 役立 法 相談 『『人医『0)

知 得 ！ 人生設計 ン

～ 始 ネ ＆ ン～ 』」人医【0)

〇環境 健康コ 医会場 水戸生涯学習 ン )

異常気象 立 向 う～ う備え ～ 』【人医『0)

〇芸術 文 歴史コ 会場 水戸生涯学習 ン

水戸城大手門復元 念

中 近世 水戸城主 「1】人医80)

仏 】9人医』0)

〇産業 技術 科学コ 会場 水戸生涯学習 ン

そ ！

～人生100 時 歩 方～ 」0人医」0)

〇国 関 コ 会場 水戸生涯学習 ン

ワ ン

～海外特派員 学 世界情勢～ 101人医』0)

異常気象 立 向 う 中 近世 水戸城主

そ ！ ワ ン
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業 主 容 象･参 者 期間医期日)

指定 業 現 的課題 地域課題 講演 県民 和元

会 開催 広 県民 学習機会 提供 「『8人 1】日医土)生涯学習講演会 ， 。

会場 ワ 会館

講演 夢 叶う

～陸 競技人生「0 軌跡～

講師 京 ン 銀

朝原 氏

朝原氏講演 様子

指定 業 新 い地域 ，社会 進 関 県民 和

者 ネ ワ 構築 ， 科会 1』日医土)生涯学習ネッ ワ

講演会 実施 。 延 人数10『人

会場 水戸生涯学習 ン

全体

い 佐BA７A０佐 ４３道 ９道A２

科会 災害 乗 越え 地域 力

コ ネ

茨城大学人文社会科学部

教授 伊藤 哲司 氏

ネ

３５４法人活 副理 長 宮脇 貞 氏

茨城県社会福祉協議会福祉

推進部 主任 栗 和 氏

保護司 鈴木 洋一 氏

科会 自 い生 方 見

コ ネ

ｅｍｅｍｂｅｒ 表 前川 航 朗 氏

ネ

ン

ン 長 鷹 美 子 氏

茨城県中 企業団体中央会

務局次長兼総務企 課長 近藤 哲生 氏

水府学院 法務教 部 氏

念講演会

命 授業 命 大 ，生 力

講師 株式会社命 授業 腰塚 勇人 氏

医腰塚氏講演 様子)
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業 主 容 象･参 者 期間医期日)

指定 業 い 教育 日，教育 間 県民 周 県民 」08人 和元

知 ，教育 関心 理解 深 ，社会 11 「『日医日)い 教育 日

全体 教育力 向 図 目的 ，県教育月間 推進事業

民 象 教育 関 講演会並 児童

象 体験活動 実施 。

会場 笠間市立笠間公民館

講演 少 力 子 育

～ 良 生 ～

講師 稲 大学 誉教授 池 清彦 氏

学生体験教

楽 う！ 英語

自 勾玉 作 う！

共催 水戸教育 務所,笠間市 笠間市生涯

学習課，笠間市人 擁護委員会

援 茨城県中央地 連絡協議会， 医池 氏講演 様子

笠間市 連絡協議会

提案 業 当 者 社会参 支援 企業，矯 施 第 回

支援者 養成 就労 関 研修会 実 設職員， 和元ビッ

施 。 ，生涯学習 「」日 火わ

関連施設，就 第 回応援隊 実行委員会 開催

各関 機関 ネ ワ 充実 支 労支援 業者 和，

援体制 構築 支 日 木

矯 施設院生 キ 教育 学習 援団体，行 ※新型コ

支援 立案 機関等 感染防

解消 向 家庭教育支援等 中

企 立案

通社会復帰 進事業

キ ン ン 講 実施

高卒認定試験 目指 学習支援

支 〇 養社会参 進事業

会場 水戸生涯学習 ン 援関 団体 成講

〇 養成講 関わ 方，

第 回 経験 第 回

容 基礎知識 等 者 保護者 和，

講師 ン 行 職員，社 18日 土

ン 長 鷹 美 子 氏 会福祉協議会

第 回 職員， 第 回

容 方 そ 家族支援 等 支援 「』日 土

講師 ネ 理 長 浅 秀司 氏 関心 方

第 回 等 第 回

容 静岡方式 就労支援 い 等 日 日

講師 法人青 就労支援ネ ワ

静岡 理 長 津富 宏 氏

○就労支援 関 講 〇就労支援 関

容 市民 ネ ワ 伴走型 講

就労支援 和

講師 法人青 就労支援ネ ワ 日 土

静岡 理 長 津富 宏 氏 延 人数11「人
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業 主 容 象･参 者 期間医期日)

自主 業 県 歴史 い 学 ，茨城 県民 和元

バ 歴 セ 興味 関心 郷土愛 深 1「日 金

目的 講 実施 。 19日 金

会場 水戸生涯学習 ン 「【日 金

容 常陸国風土 見 茨 10日 金

城 1】日 金

回数 10回 「『日 金

講師 茨城地方史研究会 」1日 金

会長 久信 喜一 氏 1『日 金

延 人数 「1日 金

1,「1」人 1「日 金

自主 業 将来 担う高校生等 象 ， 療 海 高校生，専門 和

外 ン 活動 題 講演会 開 学校生，大学 「0日医木)水戸生涯学習センタ

催 。 生 一般県特別 あた

民等あい 講演会

会場 水戸 「『」人

演題 ン 療支援

活動～何 い中 考え ～

講師 師 法人 ン

理 長 川原 尚行 氏

医川原氏講演 様子)

自主 業 茨城県 映 高い煙 県民 和

突 鑑賞 歴史 ， 県 魅力 』『人 「」日医日)茨城を再発見 た

提供 ，監督 主演俳優 交え映 鑑賞

行い， 県 撮 実状

い 理解 深 機会 提供 。

会場 水戸生涯学習 ン

容 日立大煙突 解説

映 高い煙突 鑑賞

松 監督 交え

講師 い コ ン

谷 部 智章 氏

撮 監督 松 克弥 氏

出演俳優 井手 麻渡 氏 医 様子)

城之 明 氏

自主 業 茨城 表 僧 雪 周 い 県民 和元

僧 雪 周継を学 ，知 雪 人物像 学 機会 提 1「 「』日 水

供 。 和講

会場 水戸生涯学習 ン 日 水

容 聖 雪 周 1』日 水

～常陸 生 奇想家 生涯～ 「9日 水

回数 回 1「日 水

講師 雪 会 会長 冨山 章一 氏 延 人数『「』人
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＜青少年の体験活動及び家庭教育支援＞

)日期(間期者加参･象対容内な主名業事

【提案事業】 子供を対象に，日頃体験できないような様 小学４～６年 令和元年

々な講座や活動を他校や異学年児童と実施し 生・保護者 ８月２日(金)体験活動事業 ，

創造力を高めるとともに，交流を深める等，「こども合衆国」

生きる力を育成した。併せて，保護者を対象

に家庭教育に関する講座を開催した。

・会場 ケーズデンキスタジアム水戸

・内容 児童体験講座 ８講座

おもしろ理科先生派遣事業

登録講座 ６講座

いばらきスクールサポート事業

登録講座 ６講座

保護者向け講座 １講座 268人

小学校入学前の子供をもつ保護者を対象に講 年長児とその 令和２年【提案事業】

座を実施し，子供との関わり方について学ぶ機 保護者等 １月26日（日）小学校入学前・家庭

会を提供すると同時に，子供には，小学校生活教育学級支援事業

を体験する場を提供した。

また，各市町村で実施している家庭教育学級

等に講師派遣や出前講座を実施した。

【おやこで小学校入学準備】

・会場 水戸生涯学習センター

・保護者向け講座

「子どもたちの優しい心と学力を伸ばす家庭

教育講座」

講師 株式会社エデュピーチ

代表取締役 酒井 勇介 氏

・子供向け講座

①プログラミング

講師 志学塾 塾長 佐藤 誠二 氏

②英語

講師 Studio OZ 川又 まさ子 氏

③理科

延べ人数138人講師 おもしろ理科先生 石 孝弘 氏

県内幼児教育 平成31年４月【家庭教育学級支援（出前講座 】）

・実施場所 県内小学校，幼稚園等 施設，小学校 ～令和２年２月

・内容 県教育委員会作成「家庭教育ブック」 等の保護者

延べ人数503人に基づく内容

計（件８数回催開・ 641人）

【自主事業】 水戸生涯学習センターが携わっている学習 県内おやじの ○連絡協議会

団体や「おやじの会」等と事業企画を支援す 会及び小・中 令和元年水戸生涯学習センタ

ることで，組織・活動の充実及びネットワー ・特別支援学 ６月１日（土）ー関連団体等サポー

ク化を図るとともに，活動の活性化に向け団 校ＰＴＡ，お ○情報交換会ト事業

）回１第（興に会のじや。たしトーポサを体

味のある方等 令和元年【地域を活かすおやじ力ネットワーク化促進

７月６日（土）に係る支援】

）回２第（ータンセ習学涯生戸水場会・

）土（日７月９会議協絡連〇

役員の選出，今年度の事業活動，情報交換 （第３回）

）土（日03月11等
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〇情報交換会 第 回

各 会 業報告，情報交換，研修 和

会 実施 向 等 日 土

〇 力ネ ワ キ 研修会「0「0 ○研修会

実習 通 ン キ ， 和

会活性 熟議 等 1』日 土

会場 東海 石川コ ン 延 人数【8人

自主 業 子供 象 ，日頃体験 い う 様 ～ 生 和元

々 講 活動 校 異学 児童 実施 1「 1』日 日チ ン 体 ，

創造力 高 ，交流 深 等，験事業

生 力 育成 。

会場 水戸生涯学習 ン

容 心 伝わ 方講

キ ン

キ ン 作

！

講師 島 則子 氏

泉 俊哉 氏

キ ン

表 井坂 勇方 氏

，篠崎 信一 氏 延 人数「8人

医 衆国 ) 医 衆国 )

医 学校入学準備 ン ) 医 ン )



-
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○学校 外 教育機関 設置，管理 職員 関 条例 抜粋

趣

条例 ，他 条例 定 ほ ，学校以外 教育機関 以 教育機関 いう。第 条

設置，管理及び当 機関 職員 関 必要 事項を定 。

研修施設等 設置

地方教育行政 組織及び運営 関 法 昭和 法 第 号 第 条 規定 基第 条

，研修施設等 教育機関を置く。

前項 規定 教育機関 称，目的及び位置 ， 。

称 目 的 位 置

茨城 水戸生涯 生涯学習 関 情報，学習機会及び学習 場 提 水戸 丸 目

学習センタ 供，調査研究等を行い， 民 生涯 わ 学習活動

推逭 資 。

指定管理者 管理

別表第 教育機関 称 欄 掲 教育機関 以 指定管理教育機関 いう。 管第11条

理 ，法人 他 団体 あ 教育委員会 指定 以 指定管理者 いう。 行わ

。

指定管理教育機関を利用 う 者 小学校未就学児童を除く。 ，教育委員会規則第18条

定 ，利用料金を納入 ば い。

利用料金 ，別表第 掲 額 範 い ，あ 教育委員会 承認を得 ，指定

管理者 定 。

第 項 利用料金 ，教育委員会規則 定 ，減額 ，又 免除 。

既 納入さ 利用料金 ，返還 い。 ，特別 事情 あ 場合 ，教育委員会規則

定 ， 全部又 部を返還 。

別表第 第 条，第 条，第 条関係

条例 追加， 条例 条例 部改

教育機関 称 休 館 日 等 業 務 範

茨城 水戸生涯 休所日 ， 。 生涯学習活動 推逭

学習センタ 毎逬 曜日。 ，当 日 休日 当 必要 事業 実施

， 翌日。 関 業務

日 翌 日 日。

利用時間 ，午前 時 午 時 。
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○茨城県水戸生涯学習 ン 管理規則

趣

規則 ，地方教育行政 組織及び運営 関 法 昭和 法 第 号 第 条第 項及第 条

び学校以外 教育機関 設置，管理及び職員 関 条例 昭和 茨城 条例第 号。以 条例 いう。

第 条 規定 基 ，茨城 水戸生涯学習センタ 以 センタ いう。 管理運営 関 ，必要 事

項を定 。 教委規則 部改

事業

センタ ， 各号 掲 事業を行う。第 条

学習情報 提供 生涯学習情報提供システム 運用を含 。 関 。

学習機会 提供 関 。

学習活動 場 提供 関 。

生涯学習 相談 関 。

生涯学習 調査 研究 関 。

前各号 掲 ほ ，生涯学習 推逭 必要 事業

教委規則 全改， 教委規則 部改

分館 設置

学習活動 場を提供 ， 分館を置く。第 条

称 茨城 水戸生涯学習センタ 分館

位置 水戸 見和 目 教委規則 部改

利用者 遵守事項

センタ を利用 者 以 利用者 いう。 ， 掲 事項を遵守 ば い。第 条

教育委員会 指定 場所以外 喫煙又 飲食を い 。

教育委員会 許可 く寄付金 募集，物品 販売，広告物 配 ， 板等 掲示 他

類 行為を い 。

他人 危害を加え，又 迷惑 行為を い 。

前 号 掲 ほ ，教育委員会 指示 事項

教委規則 第 条繰 部改 ， 教委規則 第 条繰 部改

施設使用 申込

条例別表第 規定 センタ 施設 以 施設 いう。 を使用 う 者 以 申請第 条

者 いう。 ，電 等 予約 申込 を行 ，教育委員会 指定 日 ，水戸生涯学習

センタ 施設使用申請書 様式第 号 を教育委員会 提出 ， 承認を受 ば い。

教委規則 第 条繰 部改 ， 教委規則 第 条繰 部改

施設使用 承認

教育委員会 ，前条 申請 基 ，使用を承認 ，水戸生涯学習センタ 施設使用承第 条

認書 様式第 号。以 使用承認書 いう。 を，使用を承認 い ，水戸生涯学習センタ 施設使

用不承認書 様式第 号 を申請者 交付 。

教委規則 第 条繰 部改 ， 教委規則 第 条繰 部改

施設使用終了 報告

前条 規定 使用 承認を受 者 以 使用者 いう。 ，施設 使用を終了第 条

，速や 水戸生涯学習センタ 施設使用終了報告書 様式第 号 を教育委員会 提出 ば

い。
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条例第 条 教育委員会規則 定 申請書

条例第 条 教育委員会規則 定 申請書 ，水戸生涯学習センタ 指定管理者指定申請第 条

書 様式第 号 。

教委規則 追加

利用料金 納入

条例第 条第 項 規定 利用料金 納入 ，第 条 規定 使用承認書 交付を受第 条

際 行う 。 ，指定管理者 や を得 い 認 ，指定管理者 別 定 日

納入 。 教委規則 追加

利用料金 承認 申請

条例第 条第 項 規定 利用料金 承認 申請 ，水戸生涯学習センタ 利用料金承認第10条

申請書 様式第 号 行う 。

教委規則 追加

学習団体等

条例別表第 規定 学習団体等 ，生涯学習情報提供システム 録さ い 団体等第11条

生涯学習 関 活動を行う場合 当 団体等をいう。

教委規則 第 条繰 部改 ， 教委規則 第 条繰 部改

利用料金 減免

指定管理者 ，条例第 条第 項 規定 ， 各号 い 当 ，第1「条

当 各号 定 利用料金を減額 ，又 免除 。

国又 研修会，講演会，会議等を開催 使用 。 利用料金 全額

他指定管理者 特 必要 認 者 使用 。 指定管理者 必要 認 額

前項 規定 利用料金 減額又 免除を受 う 者 以 減免申請者 いう。 ，あ

水戸生涯学習センタ 施設利用料金減免申請書 様式第 号 を指定管理者 提出 ， 承認を受

ば い。

指定管理者 ，前項 申請 あ 場合 い ，利用料金を減額 ，又 免除 決定

水戸生涯学習センタ 利用料金減免決定通知書 様式第 号 ，利用料金を減額 ，又 免除

い 決定 を減免申請者 通知 。

指定管理者 ，第 項 申請 容 い 必要 あ 認 ，関係書類等 提出を求

。

教委規則 第 条繰 部改 ， 教委規則 第 条繰 部改

利用料金 返還

条例第 条第 項 書 規定 利用料金を返還 場合 ， 各号第1」条

。

災害，非常措置 他使用者 責 帰 い事由 施設 使用 く

。

指定管理者 相当 理由 あ 認 。

利用料金 返還を受 う 者 ，水戸生涯学習センタ 利用料金返還申請書 様式第 号 領

収書及び使用承認書を添え 指定管理者 提出 ば い。

教委規則 第 条繰 部改 ， 教委規則 第 条繰 部改

臨時 センタ 管理 関 準用

第 条及び前 条 規定 ，条例第 条第 項 規定 教育委員会 使用料を徴収 場合第14条

い 準用 。 場合 い ， 規定中 利用料金 あ 使用料 ， 指定管理
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者 あ 教育委員会 読 替え 。 教委規則 追加

損害賠償

利用者 ，センタ 施設等を故意又 重大 過失 ，損傷 ，又 滅失 場合 ，第15条

生 損害を賠償 ば い。

教委規則 第 条繰 ， 教委規則 第 条繰

委任

規則 定 ほ ，センタ 管理運営 関 必要 事項 い ，教育委員会第1【条

定 。

教委規則 第 条繰 部改 ， 教委規則 第 条繰 部改

付 則

規則 ， 成 日 施行 。

茨城 立社会教育研修センタ 管理規則 昭和 茨城 教育委員会規則第 号 及び茨城 立水戸

青 家管理規則 昭和 茨城 教育委員会規則第 号 ，廃 。

付 則 成 教委規則第 号

規則 ， 成 日 施行 。

付 則 成 教委規則第 号

規則中第 条 規定 成 日 ，第 条 規程 成 日 施行 。

付 則 成 教委規則第 号

規則 ， 成 日 施行 。

茨城県水戸生涯学習センタ 施設利用料 減免基準

財団法人 茨城 教育財団事務局長決裁

茨城 水戸生涯学習センタ 管理規則 以 管理規則 いう。 第 条第 項第 号 規定第

当 場合 ，利用料を免除 。

管理規則第 条第 項第 号 規定 他管理者 必要 認 者 ，第

， ， 当 場合 ，利用料を免除 ， 当 場合 ，学校以外 教育機関 設

置，管理及び職員 関 条例第 表 規定 学習団体等 区分 利用料を適用 。

センタ 事務局を置く団体及び 単位団体等 研修会，講演会，会議等を開催 場合

当 団体

町村 民を対象 研修会，講演会等を開催 場合 当 町村

町村，自治会，子 会， ランテ 団体等 地域活性化事業や催事 使用 場合

学習団体 使用 場合 スタンプカ ド割引 ※ 回 回無料

付 則

基準 成 ８ 日 適用 。
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茨城県水戸生涯学習 ン 施設利用規程

利用規程 ，茨城 水戸生涯学習センタ 以 生涯学習センタ いう。 施設使用方法

い ，定 。

使用者及び利用者

基準 ，使用者 生涯学習センタ 施設 以 施設 いう。 使用承認を受 者を，利第 条

用者 生涯学習センタ 入館者 使用者を含 。 をいう。

使用申請期間

施設 使用申請期間 ，使用予定日 ヶ 前 日 当 日 休所日 場合 翌日第 条

。 使用当日 。 ，生涯学習センタ 管理者 以 管理者 いう。 認 場合 ，

使用申請期間を変更 。

独占的使用 制限

施設 使用申請 ヶ 録学習団体 回， 他 者 回 。 ，当 申請第 条

施設 使用 終了 場合 ，新 日 様 起算を行う 。

施設 連続使用 日以 。

前項 わ ，管理者 特 必要 認 ，使用申請を行う 。

設備及び備品等

使用者 使用承認を受 施設 附属設備及び備品 机 椅子等を含 。 い ，使用第 条

使用前 状態 戻 。

前項 規定 附属設備及び備品 使用 操作等 ，使用者 行う 。

使用承認を受 施設 附属設備及び備品以外 生涯学習センタ 所 機器等 借用を希望

場合 ，当 機器 借用願 を提出 。

掲示物等

利用者 ，施設 案 板 スタ 等を設置又 掲示 場合 ，管理者 許可を得 ， 指第 条

示 従う 。

販売行為等 許可

管理者 物品 販売を許可 場合 ，茨城 教育委員会又 生涯学習センタ第 条

主催 ，生涯学習又 教育 目的 行う 限 。

使用時間

施設を使用 開始時間 い 学校以外 教育機関 設置，管理及び職員 関 条例第 条

別表第 あ ，会場設営等 準備 時間 必要 あ ， 管理者 特 必要 認

，開始時間前 分 範 あ ば使用さ 。

， 使用時間 対 追加料金 生 い 。

付則

規定 ， 成 ８ 日 施行 。

付則

規定 ， 成 ８日 施行 。

付則

規定 ， 成 日 施行 。



- 34 -

茨城県水戸生涯学習 ン 営協議会設置要

成 日制定

設置

茨城 水戸生涯学習センタ 以 センタ いう。 滑 運営を ，センタ第 条

茨城 水戸生涯学習センタ 運営協議会 以 協議会 いう。 を置く。

業務

協議会 ，センタ 運営 関 ，公益財団法人茨城 教育財団茨城 水戸生涯学習セン第 条

タ 所長 以 所長 いう。 諮問 応 ，所長 対 意見を述 機関 。

組織

協議会 ， 人以 委員を 組織 。第 条

委員 ， 各号 掲 者 う 公益財団法人茨城 教育財団理事長 委嘱 。

生涯学習関連施設 代表者

生涯学習関係団体 代表者

学識経験者

委員

委員 ，非常勤 。第 条

委員 任期 ， 。 ，補 就任 委員 任期 ，前任者 残任期間 。

委員 ，再任さ 。

会長及び副会長

協議会 会長及び副会長を置く。第 条

会長及び副会長 ，委員 互選 定 。

会長 ，会務を統括 ，協議会を代表 。

副会長 ，会長を補佐 ，会長 事故あ 又 ， 業務を代行 。

会議

会議 ，会長 招集 。第 条

会議 議長 ，会長を 充 。

会議 ，委員 過半数 出席 ば開く い。

会議 議事 ，出席委員 過半数を 決 ，可否 数 ，会長 決 。

庶務

協議会 庶務 ，センタ い 処理 。第 条

委任

要項 定 ほ ，協議会 運営 関 ，必要 事項 ，会長 会議 諮 定第 条

。

付 則

要項 ， 成 日 実施 。

茨城 水戸生涯学習センタ 運営協議会設置要項 成 日制定。以 要項 いう。

，廃 。

要項施行 日 い ， 要項 基 い さ 手続 他 行為 ， 要項 各

相当規定 基 い さ 手続 他 行為 。



- 35 -

第 期 茨城県水戸生涯学習センタ 運営協議会委員 簿

和 日現在

№ 氏 所 属 等

藤 ゆ 茨城女子短期大学保育科 教授

伊 藤 哲 司 茨城大学地球 地域環境共創機構 副機構長

茨城大学人文社会科学部 教授

妙 子 文 ン 水戸支社 支社長

大 司 茨城県生涯学習 社会教育研究会 務局長

坂 井 知 志 国士舘大学

鈴 木 康 之 学校法人水戸女子商業学園 理 長

水戸女子高等学校 校長

角 谷 直 人 水戸市立 葉 中学校 校長

中 島 美那子 茨城キ 教大学文学部児童教育学科 教授

島 則 子 茨城県人 擁護委員連 会子 人 委員

須賀 聡 子 法人 ン 茨城 理 長

※ 任期 成 日～ 和 日

※ 音 簿 載
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水戸警察署

至上野

■　水戸駅北口より徒歩15分
■　車で来社の際は，三の丸庁舎駐車場をご利用ください。
　　なお，台数に限りがございますので，できるだけ公共交通機関をご利用ください。

至大工町

至日立

北口

裁判所

国道50号

国道51号

水戸中央郵便局 京成ホテル

三の丸小学校
県立図書館

弘道館

P

水戸生涯学習センター水戸生涯学習センター

(茨城県三の丸庁舎３F)

水戸駅
ＪＲ常磐線

三の丸ホテル
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